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214 羊胎仔 における Endothelin −1の 臓器別血流量へ の 影響
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［目的］慢性低酸素状態 にある 子宮内胎児発育遅延 児で は．血流再 分配が起きて い る こ とが知 られて お り、こ の 血

流再分配 にArgtnine　Vasopresston（AVP ）が 関与の 可能性が報告 さ れ て い る 。 しか し、低酸素刺激下で は24時間

以内 にAVP が正 常化 し、24時間 時 の 血 流 再 分 配 の 発 生 と とも にEndothelin−1（町 一1）が 持 続的高値 を示 して い た

との 報告がある 。 そ こ で 今回我 々 は、羊胎仔に肛
一1を投与し臓器別血流量 を測定、Er −1の 胎児血流再 分配 へ の

関与 の可能性を検討 し た 。 ［方法ユ在胎 128 日前後 の サ フ ォ
ー

ク種妊娠羊2頭 を用 い て 慢性胎仔実験モ デルを作製

し、術後48時間以 上経過 した後実験を開始し た。胎仔頚静脈 よ りET −1（5ng／kg／min ）を 1 時間持続投与 し、
colored 　mierosphere 法を用 い臓器 別 血流量 を算出 した。同時 に胎仔動脈血 液 ガ ス、血 中町 一1濃 度、胎仔血圧 ・

心 拍数を 測定 した。［成績］町
一1投与に よ り血液ガス 値に有意な変化 は み られ なか っ たが、胎仔血圧 ・心拍数は軽

度増加 した。脳血 流量 は 198± 59（ml ／mln ／100g ＞か ら257 ± 103へ 約 30％ 増加、特に橋、延 髄 で の 増加が著 し

か っ た。心臓 は241 ± 142か ら322± 164へ 約40％増加 した。また肝臓、脾臓は約50％減少 し、肺、副腎 、 腸管、
腎臓 は 10〜30％減少 した。［結 論］Er−1投 与 に よ りvital　organ で ある 脳、心臓で の 血 流量が 増加 した。そ れ 以外

の 臓器 で は減少した。以上より町
一1が慢性低酸素状態 に お け る血 流再 分 配 に 関与 して いる 可能性が示 唆 された。

215 低酸素に お ける臍帯動脈平滑筋細胞の 増殖能 と血流速度波形
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［目的］低酸素状態で血管内皮細胞はPDGF，FGFなどの 細胞増殖因子を分泌する．こ れ らが in　vivo で隣接す る血管
平滑筋細胞に mitogenic な作用を paracrine的に及ぼ し血管壁の構造が変化し，血流動態に影響を与えるこ とが予

測 さ れ る．持続的な低酸素状態 に あ っ た IUGR症例にお い て臍帯動脈の 血管平滑筋細胞 の 増殖能，さ らに その 増殖能

と分娩直前の臍帯動脈血流速度波形か ら得 られ た resistance 　index（RI）との 相関を検討 した，
［方法］患者の 同意 の も と，妊娠33週から40週まで の 正常妊娠群 15例 と持続的な低酸素状態 に あ っ た と考え られ る

IUGR群 15例を対象 と した．臍帯動脈の 血管平滑筋細胞でproliferating　cell 　nuclear 　antigen （PCNA）を免疫組織化

学的に標識．PCNAの発現して い る細胞数を正常妊娠群とIUGR群で 比較した，また，それぞれ の 症例 で の PCNAの 発現

した細胞数とパ ル ス ド ッ プ ラ ー
法で 計測 さ れ た 臍帯動脈 の RIとの 相関を検討 した．

［成績 ］臍帯動脈平滑筋細胞 で PCNAが認め られた細胞は正常妊娠群 で 8，8± 3．3cells ／vessel 〔v ）〔mean ± SE），
IUGR群で 25．7± 4，5cells ／v ，臍帯静脈平滑筋細胞で はそれぞれ 6．0± 1，7cells／v ，50．0± 12，2cells／vで共にIUGR

群で有意 に 〔p〈O．Ol．　 pく0．05）多く認め られ た．臍帯動脈の PCNAが認め られた細胞数 とRIと に有意な相関は認め られ

な か っ た．
［結論］持続的 に低酸素状態が続 い たと考え られ る IUGR症例で は臍帯動脈 の 血管平滑筋 の 増殖能は 亢進 して い る こ

と が確認 され た、しか し．こ の 変化は臍帯動脈の 血流速度波形 に変化を もた ら して い な か っ た．

216 カ ラ ードプ ラ ー法に よ る 正 常胎児腎動脈 血 行動態の 解析
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［目的］羊水過少症などの 場合 に胎児 の 腎機能 の 評価 は極 め て 重要で あ り、排尿間隔 や腎動 脈 の Pulsatility　index
（PI ）、　Resistancc　index （RD な ど の 測 定 が 主 と して 行 な わ れ て い る。しか しな が ら、　PI、　RI で は 胎児発育 に と

も な うダ イ ナ ミッ クな 変化 を と ら え が た く、新た な 指標 を 加 え て 胎児腎動脈 を観察 し、正 常発育胎児の 腎動脈 血 行

動 態 を 明 らか にす る こ とを 目的 と した。［方法 ］妊 娠 20 〜40 週の 正 常発育 を示 す 61 例の 胎児 を妊 婦の 同意 を え て

対象 とした 。 腎動脈 血 流計測は、カ ラ
ー

ドプ ラ ー装置を使用 し左右腎動脈の 腎門部 で PI、　RI、最大流速（Vmax ）、
時間 平均流速（VMT ）、腎 動脈 断 面 積 （Arca ）、血 流 量（QT ）を測 定 し、妊 娠 20 〜24 週、25 〜28 週、29 〜32 週 、33
〜36 週、37〜40 週 の 5 群 に 分 け て 解 析 した。［成 績コPI、　 RIは 妊 娠 週 数 の 進 行 に と もな っ て 全 く有意 な変 化 を 示

さな か っ た。こ れ に対 し、右 腎 動 脈 で 20 〜24 週 の Vmax 　19．0 ± 3．4　cm ！s （Mean ± SD 、以 下 同 じ）、　 QTO ．04 ±

O．02ml ！min が 37 〜40 週で 23．2 ± 3．7、 〔〕．〔〕6 ± 0．〔〕2 と有意（p〈 〔）．025 、 1〕．Ol）に 増加 したように、他 の すべ て の 指

標で 増加 を 示 した。また、右腎動脈の Vmax の 95 ％信頼区 間 は 20〜24週 21．3 〜16．7cm ！s、25 〜28週 23．0 〜16．6、
29 〜32 週 25，3 〜19．0、33 〜36 週 25．5 〜19．3、37 〜40 週 25．7 〜20 ．7 で あるな ど、胎児発 育に と もな う胎児腎 動

脈 の Vmax 、　VMT 、　Area 、　 QT の 95 ％信頼 区 間 を 算 出 で き た。［結 論］胎 児 発 育 に と もな う腎 血 行 動 態 を 評 価 す

る指標 と して は Pi、　 Rrよ りも Vmax 、
　QT な どが よ り有用で あるこ とを示し、か つ Vmax 、　VMT 、　Area 、　QT の

妊 娠 20 週 以 降の 正 常範開 を 明 らか に しえ た 。
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